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論ー文要＿旨 (1)  

目 的 血清 (1→ 3) /3 -D グルカ ン と KL-6 

値は二 ユ モシスチ ス 肺 炎 以下 P C  p) の血

清診断に有用であ る と 報告 さ れてい る 。 し か

しなが ら ヽ PCP の背景因子の違い つ ま り

HIV 関連 PCP と Non-HIV PCP におけ る これ

ら 血清マ 力 の有用性の差異 につ いて は

明確ではない。
.,.. 

の臨床研究の 目 的は PCP  ‘ 

の 背景因子に着 目 し血清 ( 1→ 3) B -D グル

力 ン ヽ KL  -6 の臨床的 有 用 性 を 評 価 す る -と‘ 

であっ た。

方法 レ 卜 ロ スペク テ イ ブ研究

患者 琉球大学医学部第 内科で 1 9 8 9 年か

ら 2 0 0 6年の間に診断さ れた PCP  3 5症例を対

象 と し、 診療録か ら血清 ( 1→ 3) 8 ・D グル

力 ン ヽ KL  -6 値を含 めた 各種 診療 デ 夕 を用

いて、 HIV PCP と Non-HIV PCP におけ る差

異を評価 し た 。 ま た、 生存群 と 死亡群におい

て ヽ れ ら の血 清 マ ーカ に差異 が あ る かに、一

ついて も 解析を行っ た` 。

結果 Non-HIV PCP におけ る 血清 (1→ 3) 



(2)  

/3 -D グル 力 ン な ら び に KL-6 の レ ベル は

HIV PCP  のそれ よ り も 低度で あ つ た ( 8  8 % 

V S 100%、 6 6 % V S 8 8 %)。 ゞ れ ら 血清マ 力ヽ

の 偽 陽性率 に 関 し て は 両群 で 等 し か つ た

(1  2 %、 3 7 %)。 酸素化指標や血清ア ルブ ミ ン‘ 

値、人工呼吸器の有無 は予後不良 因 子であ つ

た が ヽ (1→ 3) [3 -D グルカ ン や KL  -6 は予後

と の 関連を認め なか つ た。

結論 血清 （ 1 → 3) B -D グルカ ン は PCP 診

断に 有用 な血清マーカ ーであ る 。し か しな が

ら ヽ Non-HIV PCP  診断 において は そ の感度

は HIV PCP に劣 る た め 注意が必要で あ る
゜

血清 KL-6 は （ 1 → 3 ） /3 -D グルカ ン と 比較

して PCP 診断にお け る 感度は劣 る 。ま た、 (1

→ 3 ） (3 -D グルカ ン ヽ KL  -6 値 と も に PCP  

の予後 に は 関 連 しな し‘ ゜
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上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、および研究成果の意義と学術的水準

についでI真重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1．研究の背景と目的

血清 (1→3){3-Dグルカンと KL-6値はニューモシスチス肺炎（以下 PCP)の血清診断

に有用であると報告されている。しかしながら、 PCPの背景因子の違い、つまり HIV関連

PCPとNon-HIVPCPにおけるこれら血清マーカーの有用性の差異については明確ではない。

この臨床研究の目的は PCP の背景因子に着目し血清 (1→3){3•D グルカン、 KL-6 の臨床的

有用性を評価することであった。

2．研究内容

琉球大学医学部第一内科で 1989年から 2006年の間に診断された PCP35症例を対象とし、

診療録から血清 (1→3){3-Dグルカン、 KL-6値を含めた各種診療データを用いて、 HIVPCP 

とNon-HIVPCPにおける差異を評価した。また、生存群と死亡群においてこれらの血清マー

カーに差異があるかについても解析を行った。Non-HIVPCPにおける血清 (1→3){3-Dグ

ルカンならびに KL-6のレベルは HIVPCPのそれよりも低度であった (88o/oVS 100%、66%

vs 88%）。これら血清マーカーの偽陽性率に関しては両群で等しかった (12%、37%）。酸素

化指標や血清アルブミン値、人工呼吸器の有無は予後不良因子であったが、 (1→3){3-Dグル

カンやKL-6は予後との関連を認めなかった。血清 (1→3){3-Dグルカンは PCP診断に有用

な血清マーカーである。しかしながら、 Non-HIVPCP診断においてはその感度は HIVPCP 

に劣るため注意が必要である。血清 KL-6は (1→ 3){3-Dグルカンと比較して PCP診断に

おける感度は劣る。また、 (1→ 3){3-Dグルカン、 KL-6値ともに PCPの予後には関連しな
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3研究成果の意義と学術的水準

本研究は PCP補助診断における血清 (1→3)[3-Dグルカン、KL-6値の有用性を示した



興味深い報告である。HIV感染者や免疫抑制剤使用者の増加が続く中 PCPの診断は今後も臨

床的に問題になると考えられ、その研究は重要である。かつ、その研究結果は Internal

medicine誌に受理された高水準のものであると評価された。よって本論文は学位授与に十分

値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


